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旧
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
時
代
の
門
柱

現
在
の
東
京
農
大
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
正
門
門
柱



だいがくのたから

東
京
農
業
大
学
の
門
標･

門
柱

　

毎
年
、
入
学
式
や
卒
業
式
の
日
、
東
京
農
業
大
学
世
田
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
の
正
門
に
は
長
蛇
の
列
が
で
き

る
。
学
生
や
保
護
者
が
「
東
京
農
業
大
学
」
と
彫
ら
れ
た
門
標
と
共
に
記
念
撮
影
を
す
る
た
め
だ
。
そ
の

中
に
は
、
こ
の
門
標
が
、
戦
後
国
際
的
に
高
い
評
価
を
得
、
１
９
７
０
（
昭
和
45
）
年
に
文
化
勲
章
を
受

章
し
た
版
画
家
棟
方
志
功
の
揮
毫
で
あ
り
、
本
学
の
〝
宝
〞
で
あ
る
こ
と
を
知
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。

　

と
こ
ろ
で
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
の
は
、
そ
の
門
柱
の
歴
史
的
な
価
値
に
つ
い
て
で
あ
る
。
本
学

は
１
８
９
１
（
明
治
24
）
年
、
東
京
市
麹
町
区
飯
田
河
岸
（
現･

東
京
都
千
代
田
区
飯
田
橋
）
に
前
身
で

あ
る
徳
川
育
英
会
私
立
育
英
黌
農
業
科
を
設
置
し
た
と
こ
ろ
か
ら
そ
の
歴
史
が
始
ま
る
。
１
９
４
６
（
昭

和
21
）
年
、
終
戦
直
後
の
混
乱
の
中
で
、
か
ね
て
実
習
に
利
用
し
て
い
た
用
賀
農
場
に
ほ
ど
近
い
陸
軍
機

甲
整
備
学
校
（
世
田
谷
区
世
田
谷
四
丁
目
、
現･

桜
丘
一
丁
目
）
の
校
地
に
転
移
し
た
。

　

実
は
こ
の
門
柱
は
、
か
つ
て
の
陸
軍
機
甲
整
備
学
校
が
正
門
と
し
て
１
９
２
５
（
大
正
14
）
年
に
建
立

し
た
も
の
を
、
そ
の
ま
ま
本
学
の
門
柱
と
し
て
残
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
１
９
６
４
（
昭
和
39
）
年
、

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
伴
う
道
路
拡
張
計
画
に
よ
り
撤
去
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
関
係
者
が
協
議
し
、

少
し
位
置
を
ず
ら
す
こ
と
に
よ
っ
て
現
在
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
。

　

花
崗
岩
と
砂
石
で
で
き
た
２
６
０
×
１
３
０
×
１
３
０
セ
ン
チ
の
門
柱
は
、
重
量
感
あ
ふ
れ
る
佇
ま
い

で
あ
る
。
本
学
の
長
い
歴
史
を
象
徴
す
る
宝
で
も
あ
り
、
日
本
の
戦
中
戦
後
を
く
ぐ
り
抜
け
て
、
今
な
お

残
る
史
跡
と
も
い
え
よ
う
。

東京農業大学



　「独立自
じ

彊
きょう

・ 社会有為」の教育理念に基づき、「選
抜型」入試から「育成型」入試への転換をコンセプ
トに開発された「アサーティブプログラム ・ アサー
ティブ入試」は、高校生を求める受験生像に育てる
だけでなく、SD（Staff Development）の効果もあり
ます。現在、アサーティブ面談職員数は62名となり、
高校生一人一人の「気持ち」を受け止めて対話をし
ています。
　高校生に、大学進学の意義を考え、学ぶことへの
期待感を育ててほしい。そうすれば、自ずと主体的
に学ぶ姿勢が生まれるのではないかと考えました。
高校生も大学職員も成長できる場所、それが「アサー
ティブプログラム」です。
 ※この写真は本誌掲載の許可を得て撮影しています

〈表紙写真〉

大学職員も教育者であれ。
（追手門学院大学 アサーティブプログラム）



大学点描

　追手門学院大学は、1966 年に大阪府茨木市に開学し、今年で 50 周年を迎えました。
その起源は、1888 年に大阪城旧三の丸に開校した大阪偕行社附属小学校で、以来、社会
の変化に対応した改革を重ね、現在はこども園から大学・大学院を擁する総合学園へと
発展しました。近年、改革はさらに加速し、2013 年には教授会を学長の諮問機関とする
ガバナンス改革を実施、その後は新学部「地域創造学部」の開設、アサーティブプログラム・
アサーティブ入試に代表される入試改革、新たな学問分野を開拓すべく成熟社会研究所、
スポーツ研究センター、笑学研究所の設立など多くの施策を実施しています。また、社
会に貢献できる自立した人材の育成を表す「独立自彊・社会有為」の教育理念の下、学
生の成長支援を約束する UI スローガン「想像もしなかった自分史がはじまる」を打ち出
し、教育力の向上に努めています。これらの成果は、４年連続の入試志願者の増加、
2015 年度一般入試における志願者伸び率日本一（注）となって表れています。
　そして、2019 年 4 月開学を目指し、広さ約 64,000 ㎡の新キャンパス地取得を決定し
ました。新キャンパスは現キャンパスとも近く、連携が可能であり、2018 年開業予定の
JR 新駅から徒歩圏内にあります。新キャンパス取得を機に新たな高大接続と教育内容の
充実に取り組んでまいります。以下、４つの主要な改革である「アサーティブプログラム・
アサーティブ入試」、「成長実感プログラム」、「スポーツを活用した正課外教育の充実」、
「キャリア・就職支援」を紹介します。

※2015 年度主要私立大学一般入試（大学通信 2015 年 3月 19 日発表）

笑学研究所名誉所長に、大阪が誇るラッキーゴッド「ビリケン」が就任しました。

2016 年度開学 50周年を機に、さらなる改革に挑む



　将来の目標に合わせて専門的に学
べる、全学部生対象のキャリアコー
ス、キャリアプログラムを設置して
います。「グローバルキャリアコー
ス」では、海外留学を通じて、実践
的な英語力とグローバルな視野を育
成します。また、英語圏出身のネイ
ティブ教員による各種英語学習プロ
グラムを実施するイングリッシュカ
フェをキャンパス内に開設し、連携
しています。「スポーツキャリアコー
ス」では、スポーツに対する多角的
な取り組みを正課教育プログラムと

　本学は、スポーツに励む学生が、
より学生生活を向上・充実させ、大
学を挙げて応援できる環境を整える
ため、各種競技の体育会団体をバッ
クアップしています。中でも二つの
特定強化クラブ、八つの強化クラブ
を指定し、重点的に強化を図ってい
ます。特定強化クラブの一つ、創部
4 年目の女子ラグビー部は、社会人
も含む大会で優勝するなど躍進が著
しく、8 月のリオデジャネイロオリ
ンピックから 7 人制の女子ラグビー
が正式種目となることもあり、学内
外から大きな期待を集めています。

して提供し、自らのスポーツ体験と合わせて将来のキャリア形成に生かすために、理論
や実践を含めて総合的にスポーツを学びます。「リーダー養成コース」では、リーダーシッ
プを効果的に発揮するために必要な知識・技能・態度を育成し、他大学との交流やサバ
イバル型のプログラムを通じて日本一多様なリーダーシップを実践します。

スポーツを活用した正課外教育の充実

女子ラグビー部

リーダー養成コース

成長実感プログラム
　「アサーティブプログラム」は、進路を考え始めた高校生に、なぜ大学に進学したいのか、
何を学び、どのような将来を描くのかなど、大学の学びに対する期待や意欲を育てる「教
育プログラム」として位置付けています。受験のためのプログラムではないので、高校
1 年生から参加可能です。主な特徴は、①本学職員との「個別面談」（本号表紙および説
明文参照）②本学独自の学習システム「MANABOSS」③自己成長を促す「アサーティブノー
ト」の三つです。プログラムを活用して、自らの意思で大学進学を希望し、主体的に学
ぶ姿勢とアサーティブな態度（注）をもって、①シラバスの活用（何を学ぶのか、どう学ぶか
を調べる）②授業への参加意思の向上（受身ではなく主体的な学び）③各種活動への積極
的参加（とりあえず「やってみよう」の気持ち）ができる大学生になってもらうことを
期待しています。そして、このプログラムの成果を発揮できる場として「アサーティブ
入試」を実施しています。
　この取り組みは、平成 26 年（2014）度大学教育再生加速プログラム テーマⅢ（入試改革）
に、私立大学では本学のみが採択されました。文字どおり「加速」をしており、2016 年
度のアサーティブ入試入学者数は、初年（2015）時の 52 名から 128 名へと大幅に増加
しました。
　2015 年 6 月には、この実践を理論的に検証する「アサーティブ研究センター」も設立
されました。2016 年 4 月には、「学生の学びと成長のプロセス」を明らかにすることを
目的に、ベネッセ教育総合研究所と共同研究を開始しました。
※「アサーティブ」とは、相手の意見に耳を傾けながら、自分の意見や考えを主張できる態度のことであり、そ
のために、自分を知り表現することが大切になるという意味で使っています。
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べる、全学部生対象のキャリアコー
ス、キャリアプログラムを設置して
います。「グローバルキャリアコー
ス」では、海外留学を通じて、実践
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ガンバ大阪とＪ１チーム最大級のインターンシップを開始（2016年2月撮影）

　入学時からキャリア形成支援に注力し、1 年次から積極的にインターンシップへの参
加を促し、社会との接点を持たせます。例えば、ガンバ大阪とは、延べ 100 人を超え
る学生がシーズンを通して活動できるインターンシッププログラムを展開していきま
す。最後まで一人ひとりの就職活動をサポートする体制を構築しました。

　学校法人追手門学院は、株式会社東芝が茨木市の東芝大阪工場跡地において進めて
いる「茨木スマートコミュニティプロジェクト」に参画することになり、跡地の 6 万
4400 ㎡（約 2万坪）を新キャンパス予定地として取得することを決定しました。新キャ
ンパス予定地は 2018 年春開業予定の JR 京都線総持寺駅（仮称）から徒歩圏内にあり、
大学および追手門学院中・高等学校のある現キャンパスからも 2km 余りしか離れてい
ません。二つのキャンパスを連携させ、新たな教育展開に取り組み、利便性ある立地
を生かしてスマートコミュニティ外からも人を吸収して、多様性のある教育・研究の
実践の場として地域創造にも取り組んでいきます。

キャリア・就職支援

〒567-0008　大阪府茨木市西安威 2-1-15

新キャンパスに移転



　

商
都
大
阪
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
通
天
閣
に
は
、
足
の
裏

を
撫
で
る
と
願
い
が
か
な
う
と
い
わ
れ
る
ビ
リ
ケ
ン
さ
ん

と
い
う
幸
福
の
神
様
が
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
生
ま
れ
で
、

顔
立
ち
は
東
洋
人
、
座
り
方
は
ア
フ
リ
カ
人
、
国
際
派
の

神
様
で
す
。

　

追
手
門
学
院
大
学
は
開
学
50
周
年
を
機
に
、
こ
の
ビ
リ

ケ
ン
さ
ん
を
笑
学
研
究
所
名
誉
所
長
と
し
て
迎
え
い
れ
ま

し
た
。
ビ
リ
ケ
ン
さ
ん
の
ラ
ッ
キ
ー
パ
ワ
ー
を
追
い
風
に
、

国
際
社
会
で
優
に
伍
し
て
ゆ
け
る
大
阪
人
の
め
で
た
い
個

性
を
大
学
の
個
性
に
取
り
こ
み
、
国
内
外
に
雄
飛
す
る
気

概
あ
る
人
材
を
育
成
で
き
れ
ば
と
願
い
ま
す
。

大
阪
に
幸
あ
れ
笑
い
あ
れ
、

ず
っ
と
大
阪
50
年

坂
井 

東
洋
男
●
追
手
門
学
院
大
学
学
長
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は
じ
め
に

　

拓
殖
大
学
は
西
暦
１
９
０
０
（
明
治
33
）
年
、
後
の
総
理

大
臣
桂
太
郎
公
爵
に
よ
り
、
台
湾
の
開
発
に
貢
献
し
う
る
人

材
の
育
成
を
目
的
と
す
る
「
台
湾
協
会
学
校
」
と
し
て
創
設

さ
れ
た
。
同
時
代
、
後
の
大
学
令
に
よ
り
大
学
と
な
っ
た
教

育
機
関
が
多
数
設
立
さ
れ
た
が
、
海
外
で
働
く
人
材
の
養
成

に
的
を
絞
っ
た
拓
殖
大
学
の
淵
源
で
あ
る
「
台
湾
協
会
学
校
」

は
ユ
ニ
ー
ク
な
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
建
学
の
精
神
は
「
積

極
進
取
の
気
概
と
、
あ
ら
ゆ
る
民
族
か
ら
敬
慕
さ
れ
る
に
値

す
る
教
養
と
品
格
を
具
え
た
、
有
為
な
人
材
の
育
成
」
で
あ

り
、〝
国
際
大
学
〟
を
標
榜
す
る
本
学
の
使
命
と
し
て
脈
々
と

受
け
継
が
れ
て
き
た
。

　

グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
と
言
わ
れ
る
今
日
、
多
く
の
大
学
に

於
い
て
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
国
際
化
が
叫
ば
れ
多
く
の
改
革
が

進
め
ら
れ
、
本
学
の
持
つ
伝
統
的
な
〝
国
際
大
学
〟
と
し
て

の
ユ
ニ
ー
ク
さ
は
影
が
薄
く
な
っ
て
き
た
感
が
あ
る
。
し
か

し
、
こ
れ
ま
で
の
〝
国
際
大
学
〟
と
し
て
の
歴
史
と
伝
統
は

本
学
の
宝
で
あ
り
、
国
際
化
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
大
き
く
叫

ば
れ
る
今
日
こ
そ
未
来
に
向
け
た
〝
国
際
大
学
〟
へ
生
ま
れ

変
わ
る
好
機
で
あ
る
と
捉
え
、
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

本
稿
で
は
、
情
報
通
信
技
術
（
Ｉ
Ｃ
Ｔ
）、
人
工
知
能
（
Ａ

Ｉ
）
な
ど
の
目
覚
ま
し
い
技
術
の
進
歩
の
中
で
の
、
大
学
改

革
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
。

１　
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
と
大
学
改
革

　

筆
者
は
本
学
着
任
以
前
、
企
業
に
お
い
て
情
報
通
信
分
野

の
研
究
開
発
に
従
事
し
て
い
た
。
こ
の
分
野
の
み
な
ら
ず
、

近
年
の
技
術
の
進
展
に
は
目
を
見
張
る
も
の
が
あ
る
。
１
９

４
６
年
に
開
発
さ
れ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
進
展
と
通
信

川
名 

明
夫
●
拓
殖
大
学
学
長

大
学
改
革
と
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
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技
術
の
融
合
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
生
み
出
し
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
時
間
、
空
間
の
壁
が
乗
り
越
え
ら
れ
、
世
界
中
の
ど

こ
で
あ
ろ
う
と
も
容
易
に
情
報
の
送
受
信
が
可
能
と
な
り
、

グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
波
を
一
段
と
加
速
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
し
て
、
経
済
、
金
融
、
医
療
、
教
育
の
分
野
等
、
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
こ
の
技
術
が
応
用
さ
れ
、「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」
と
ま
で

呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
こ
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
〝
も
の
〟
と
〝
も

の
〟
を
つ
な
い
で
、直
接
、情
報
の
や
り
取
り
を
行
う
Ｉ
ｏ
Ｔ

と
呼
ば
れ
る
技
術
の
登
場
に
よ
り
製
造
業
、
物
流
、
農
業
と

い
っ
た
分
野
に
ま
で
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
革
命
」
が
広
が
っ
て
い
っ
た
。

　

さ
ら
に
最
近
大
き
な
話
題
を
呼
ん
で
い
る
の
が
Ａ
Ｉ
す
な

わ
ち
人
工
知
能
の
研
究
で
あ
る
。
人
工
知
能
は
こ
れ
ま
で
何

回
か
注
目
を
浴
び
、
い
つ
の
間
に
か
忘
れ
去
ら
れ
る
と
い
っ

た
分
野
で
あ
っ
た
が
、
今
回
は
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
様
相

を
呈
し
て
い
る
。
今
ま
で
の
Ａ
Ｉ
は
大
量
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

を
作
成
し
、
要
求
に
あ
っ
た
デ
ー
タ
を
取
り
出
す
と
い
う
も

の
で
あ
り
、
医
療
診
断
シ
ス
テ
ム
や
銀
行
の
案
内
シ
ス
テ
ム

な
ど
に
導
入
さ
れ
、
実
際
に
活
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
チ
ェ

ス
、
将
棋
と
い
っ
た
世
界
で
も
、
プ
ロ
を
打
ち
負
か
す
ま
で

に
な
り
、
最
近
で
は
、
よ
り
複
雑
な
ゲ
ー
ム
で
あ
る
囲
碁
の

世
界
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
を
破
っ
た
と

い
う
事
で
大
き
な
話
題
と
な
っ
た
。

　

囲
碁
は
、
チ
ェ
ス
や
将
棋
と
比
較
し
て
も
格
段
に
ゲ
ー
ム

の
ル
ー
ル
や
組
み
合
わ
せ
が
複
雑
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
が
世
界
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
に
勝
つ
に
は
あ
と
10
年
は

必
要
と
考
え
ら
れ
て
い
た
だ
け
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。

こ
こ
で
用
い
ら
れ
た
Ａ
Ｉ
は
以
前
と
は
異
な
り
、
深
層
学
習

と
い
う
学
習
機
能
を
備
え
る
こ
と
に
よ
り
、
人
間
の
脳
と
同

じ
よ
う
な
機
能
を
実
現
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

昔
、
人
間
の
脳
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
つ
ブ
レ
イ
ン
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
の
可
能
性
に
つ
い
て
討
論
を
し
て
い
た
時
に
、

「
人
間
の
脳
は
生
き
て
い
る
時
間
だ
け
学
習
し
、
知
識
を
深
め

て
い
る
。
た
と
え
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
人
間
の
脳
と
同
じ
よ

う
な
機
能
を
持
つ
よ
う
に
設
計
し
て
も
、
学
習
に
時
間
が
か

か
り
人
間
の
脳
と
同
じ
よ
う
な
機
能
を
持
っ
た
コ
ン
ピ
ュ
ー

タ
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
っ
た
よ
う
な
議
論
を
し
た
覚

え
が
あ
る
。
し
か
し
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
技
術
の
格
段
の
進
歩

に
よ
っ
て
大
量
の
デ
ー
タ
を
短
時
間
に
処
理
す
る
こ
と
が
可

能
と
な
り
、
脳
の
機
能
の
ほ
ん
の
一
部
で
は
あ
る
が
、
コ
ン

ピ
ュ
ー
タ
上
で
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
思
わ
れ
る
。
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こ
の
Ａ
Ｉ
が
Ｉ
ｏ
Ｔ
と
結
び
つ
く
こ
と
に
よ
り
、
無
人
化

さ
れ
た
工
場
や
農
場
、
ま
た
自
動
車
の
自
動
運
転
な
ど
の
ス

マ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
り
、
さ
ら
に
大
き
く
社
会
構

造
を
変
え
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
社
会
構
造
の
変
化
の
速
度
が
ま
す
ま
す
加

速
さ
れ
て
い
く
中
で
、
未
来
を
背
負
う
若
者
を
ど
の
よ
う
に

し
て
教
育
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
が
色
々
な
と
こ
ろ

で
議
論
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
集
大
成
が
、
本
年
３
月
に
出
さ

れ
た
高
大
接
続
シ
ス
テ
ム
改
革
会
議
の
最
終
報
告
で
あ
ろ
う
。

改
め
て
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
今
ま
で
〝
も
の
〟
を
基
盤
と

し
て
い
た
社
会
が
、
情
報
を
基
盤
と
し
た
社
会
へ
と
大
き
く

変
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に

変
動
す
る
社
会
で
必
要
と
さ
れ
る
こ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
学

力
の
三
要
素
」
を
確
実
に
身
に
つ
け
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ

を
念
頭
に
本
学
で
の
教
育
改
革
に
つ
い
て
以
下
に
述
べ
る
こ

と
と
す
る
。

２　
本
学
に
お
け
る
改
革
と「
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
」

　

拓
殖
大
学
は
２
０
０
０
年
に
創
立
１
０
０
年
を
迎
え
、
こ

れ
を
機
に
「
拓
殖
大
学
ル
ネ
サ
ン
ス
」
と
呼
ぶ
改
革
を
進
め

た
。
こ
の
改
革
の
中
心
は
キ
ャ
ン
パ
ス
の
整
備
事
業
で
あ
っ

た
。
本
学
で
は
１
９
７
７
年
に
、
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
が
手
狭

に
な
っ
た
こ
と
か
ら
東
京
の
郊
外
で
あ
る
八
王
子
市
に
キ
ャ

ン
パ
ス
を
設
置
し
、
商
学
部
、
政
経
学
部
の
１・

２
年
生
と

新
設
の
外
国
語
学
部
の
学
生
が
学
ぶ
現
在
の
八
王
子
国
際
キ
ャ

ン
パ
ス
を
開
設
し
、
そ
の
後
、
工
学
部
、
国
際
開
発
学
部
（
現

在
の
国
際
学
部
）
を
開
設
し
た
。

　

一
方
、
拓
殖
大
学
発
祥
の
地
で
あ
る
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
は

１
９
６
０
～
１
９
７
０
年
代
に
建
設
さ
れ
た
施
設
が
多
く
、

老
朽
化
が
進
み
、
し
か
も
狭
隘
で
あ
っ
た
た
め
、
改
革
の
第

一
歩
は
建
物
の
刷
新
か
ら
着
手
さ
れ
た
。

　

２
０
０
３
年
に
は
「
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
た
。
文

京
キ
ャ
ン
パ
ス
の
再
開
発
に
は
多
く
の
課
題
が
あ
っ
た
が
、

こ
れ
ら
の
課
題
を
ク
リ
ア
し
、
２
０
１
５
年
１
月
に
全
て
の

建
物
工
事
が
終
了
し
た
。
そ
の
４
月
か
ら
商
学
部
、
政
経
学

部
は
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス
、
外
国
語
学
部
、
国
際
学
部
、
工
学

部
は
八
王
子
国
際
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て
、
１
年
～
４
年
生

ま
で
同
一
キ
ャ
ン
パ
ス
で
学
ぶ
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
こ

の
再
開
発
事
業
に
よ
り
、
志
願
者
数
を
大
き
く
伸
ば
す
こ
と

が
で
き
た
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
、
２
０
１
５
年
に
は
文
京
キ
ャ
ン
パ
ス

122016.7　大学時報



の
再
開
発
事
業
も
終
了
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
学
部
で
４
年
間
同

一
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
け
る
教
育
が
可
能
な
シ
ス
テ
ム
と
な
っ

た
。
こ
れ
を
機
に
、
将
来
を
見
据
え
た
教
育
改
革
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、「
拓
殖
大
学
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
２
０
グ
ラ

ン
ド
デ
ザ
イ
ン
」
の
策
定
を
行
い
、
教
育
改
革
を
進
め
る
こ

と
と
し
た
。

　

本
学
で
は
こ
れ
ま
で
２
回
の
認
証
評
価
を
受
け
、
改
革
を

進
め
て
き
た
が
、
必
ず
し
も
教
育
改
革
に
関
す
る
長
期
的
な

展
望
を
示
し
て
い
な
か
っ
た
。
今
回
は
、
創
立
１
２
０
年
に

当
た
る
２
０
２
０
年
に
お
け
る
大
学
像
を
明
ら
か
に
し
つ
つ
、

そ
こ
に
至
る
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
描
く
こ
と
と
し
た
。
前
章
で

述
べ
た
通
り
、
急
激
に
変
化
す
る
社
会
を
目
の
前
に
し
て
、

必
要
な
の
は
い
わ
ゆ
る
学
力
の
三
要
素
で
あ
り
、
こ
れ
を
本

学
の
建
学
の
精
神
に
沿
っ
て
展
開
す
る
こ
と
と
し
、
国
際
性
、

専
門
性
、
人
間
性
に
お
い
て
到
達
目
標
を
設
定
し
教
育
の
場

で
実
現
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
改
革
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
教
職
員
が
改

革
の
目
標
と
そ
の
意
味
を
共
有
す
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
、
こ
の
改
革
を
推
進
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「2020 

T
A

K
U

SH
O

K
U

 N
EW

 O
RA

N
GE PRO

JECT

」
を
結 

成
し
、
教
職
員
に
対
す
る
改
革
の
意
識
の
浸
透
を
図
っ
て
い

る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
構
成
員
の
多
く
は
若
手
の
職
員
で
あ

り
、
自
ら
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
、
大
学
全
体
と
し
て
の
改

革
の
気
運
を
盛
り
上
げ
て
い
る
。

　

本
年
３
月
に
は
、
各
大
学
に
お
け
る
三
つ
の
ポ
リ
シ
ー
の

一
体
的
な
策
定
と
公
表
が
義
務
づ
け
ら
れ
た
。
現
在
、「
拓
殖

大
学
教
育
ル
ネ
サ
ン
ス
２
０
２
０
」
の
中
で
、
具
体
的
作
業

を
進
め
て
い
る
。
こ
の
中
で
社
会
の
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
な
動
き

に
対
応
し
て
大
学
を
変
革
す
る
こ
と
の
難
し
さ
を
強
く
感
じ

て
い
る
。
特
に
、
社
会
あ
る
い
は
産
業
界
の
要
請
に
対
応
し

た
人
材
を
養
成
す
る
た
め
に
は
、
大
学
の
人
材
リ
ソ
ー
ス
に

大
き
な
問
題
が
あ
る
。

　

現
在
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
や
Ａ
Ｉ
が
産
業
界
に
浸
透
す
る
に
従
い
、

そ
の
分
野
の
人
材
の
不
足
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
大
学
が
こ

れ
に
応
え
よ
う
と
し
て
も
、
大
学
自
体
に
こ
れ
ら
の
教
育
を

行
え
る
人
材
が
不
足
し
て
い
る
。
先
端
的
な
分
野
の
人
材
育

成
に
は
、
企
業
の
力
を
借
り
る
こ
と
が
不
可
避
で
あ
る
。
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
、
寄
付
講
座
の
開
設
、
講
師
の
派
遣
等
を

通
じ
て
新
し
い
分
野
の
基
礎
を
企
業
か
ら
大
学
に
移
入
す
る

と
と
も
に
、
企
業
と
大
学
と
の
間
の
人
の
流
れ
を
よ
り
ス
ム
ー

ズ
に
行
え
る
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
の
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
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